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2024～2025年度 テーマ The Magic of Rotary　̶ ロータリーのマジック ̶
2024～2025年度 R.I.会長 ステファニー A. アーチック （マクマリーRC／アメリカ、ペンシルバニア州）
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会 長 挨 拶
会長　芹野　隆英

　本日は皆さんが襟につけて
いらっしゃるロータリーバッ
ジについてお話します。
　皆さんはどんなバッジをつ
けていらっしゃいますか？私
が今、襟につけているのは今年はじめにク
ラブからいただいた、バッジの真ん中に20
という数字の入ったものです。これは会員
となって20年経ちましたよという意味でい
ただきました。初めて数字入りのバッジを
いただいたので個人的にうれしく思ってい
ます。
　調べてみると、「ロータリーの徽章（きしょ
う＝マーク）はロータリアンとその家族に
着用が許されていて、バッジ（Badge）の着
用はロータリアンの誇りを示すとともにそ
の責任を表しています」とあります。
　また、1993〜1994年度にはその意味を

「◦あなたは私を信用していただいて結構で
す　◦私は信用に値するものです　◦私の
用意は出来ています、いつでもあなたのた
めに奉仕できます　◦私は受ける以上のも
のをあなたに与えます　◦私は人のために
奉仕します」とありました。
　そもそもロータリーマークはどうやって
できたのかを調べましたら、最初は1905年
に馬車の車輪を形取った簡素なもので「文
明と運動」を象徴するものだったそうです。
　 こ れ が、1910年 に デ ザ イ ン を 募 集 し、

1912年に金色とロイヤルブルーの歯車を正
式の徽章として制定し、その後、輻（ふく
＝スポーク）と車輪の数が変わり楔穴（く
さびあな）が付けられ、1923年に現在の6本
の輻、24の歯車および一つの楔穴となった
そうです。
　いま一度、ご自身のバッジの意味をかみ
しめていただくと幸いです。
　以上、会長挨拶とさせていただきます。

例 会 記 録
◯ロータリーソング「四つのテスト」
〇卓話者
　（一社）佐世保青年会議所
　第71代理事長　福田登志也 様
〇ゲスト
　（一社）佐世保青年会議所
　専務理事　　　佐々木桂典 様

幹 事 報 告
副幹事　指山　　立

1.公益財団法人ロータリー米山記念奨学会
　★ハイライトよねやま293号★
　2024年8月13日発行が届いております。

2.一般社団法人ロータリーの友事務所
　「ロータリーの友手引書」
　�ウ ェ ブ サ イ ト（www.rotary-no-tomo.jp）

からもダウンロードできます。

《本　　日》会員数 75名（出席規定免除 22名）・出席 44名・欠席 31名・（内免除者欠席 13名）・ビジター　　ゲ ス ト
0
2 名・出席率 58.67 ％

《 7月31日》会員数 75名（出席規定免除 22名）・出席 51名・欠席 24名・（内免除者欠席 11名）・メークアップ 1 名・修正出席率 81.25 ％
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3.地区ガバナー月信編集長	中瀬　和隆 さん
　�「ガバナー月信VOL.1」7月号ページ差し

替えについて（お願い）
　9P　誤　ガバナー補佐　本多　善彦

　　　　　　　　　　　　諫早多良見RC
　　　正　ガバナー補佐　本田　義彦

　　　　雲仙諫早南RC

4.佐世保東RC	 会長　緒方　大輔 さん
　クラブ現況と活動計画書
　前年度活動実績報告書

4.北松浦RC	 幹事　永安　久幸 さん
　クラブ現況と活動計画書
　前年度活動実績報告書

朗遊会報告
	 　米倉洋一郎
『第1回朗遊会』日程変更の
ご案内
　7月24日の例会にて2024〜
2025年度の第1回目朗遊会の
ご案内をさせていただきまし
たが、諸般の都合により日程を下記の通り
変更し開催いたしますので、ご参加よろし
くお願いいたします。今回急遽の日程変更
となりますことをお詫び申し上げます。
　（別会コンペにご参加の方もカード参加大
歓迎です。）
　日　程／令和6年9月28日㈯
　時　間／集合11：00　スタート11：30
　場　所／佐世保カントリークラブ
　　　　　石盛岳コース
　　　　　TEL 0956-49-5654
　参加費／2,000円
　※�準備の都合上、9月4日㈬までに出欠の

ご返信をお願いいたします。

その他報告
	 　川口　直人
2740地区の職業奉仕WEB講習
への参加報告
　令和6年7月17日の19時より
2740地区の職業奉仕WEB講
習にZoom参加いたしました。
　ロータリー歴の浅い私には大変難しい講
習であり、その後のグループディスカッショ
ンでも理解の乏しい私に気を遣っていただ
きながらの時間となりました。
　しかしながら、熱い議論を交わされる先
輩方を目にし、私もしっかりとした職業人、
またロータリアンとなるべく今後もロータ
リーの活動に励んで参りたいと思います。
　貴重な学びの機会をいただき、ありがと
うございました。

慶　　　　祝
	 親睦活動委員会　川口　直人
○誕生記念月のお祝い
　溝口　尚則 さん（ 4日）
　山口　幸生 さん（ 4日）
　筒井　和彦 さん（ 7日）
　橘髙　克和 さん（ 8日）
　松尾　　貴 さん（ 8日）
　松尾　慶一 さん（11日）
　吉田　英樹 さん（30日）
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	 出席・例会委員会　境　　竜馬
○永年会員表彰
　菅沼宏比古 さん（26年）

ニコニコボックス
親睦活動委員会　境　竜馬 

芹野　隆英 会長、古賀　久貴 幹事
指山　　立 副幹事、廣瀬　章博 さん
納所　佳民 さん、円田　浩司 さん
古賀　　巖 さん、筒井　和彦 さん
橘髙　克和 さん、中島　　顕 さん
米倉洋一郎 さん、安福　竜介 さん
内海　暢邦 さん、福田　金吾 さん
本岡　　眞 さん、松本　祐明 さん
大久保利博 さん、長島正太郎 さん
増本　一也 さん、木村　公康 さん
坂元　　崇 さん、福田　金治 さん
船越　　温 さん、梅村尚一郎 さん
長野　哲也 さん、坂本　　敏 さん
　一般社団法人佐世保青年会議所第71代理
事長福田登志也様の卓話に期待してニコニ
コします。

大神　吉史 さん
　皆様、酷暑の中、健康で過ごされている
事と存じます。
　さて、私儀ではありますが
　大新技研は2024年7月26日をもって50周
年を迎えることができました。
　これもお客様や我が社とお取引させてい
ただいているロータリアンなどのおかげだ
と大変感謝しております。誠に日頃より感
謝申し上げます。ありがとうございます。
　そこで、数十名の方々よりお褒めの言葉
をいただきましが、上期日にて佐世保市教
育委員会と我が社は、これから未来を多く
持つ子どもたちに学習型体験教室として「佐
世保市少年科学館」を利用させていただき、
様々な事柄にチャレンジしていく小学生の
高学年から中学生、そして時折、高校生に
も参加してもらう体験学習として「ハッカ
ソン・アイディアソン」など様々な事柄を

思考して行きたいと考えております。
　「ハッカソン・アイディアソン」とは簡単
な説明にて申し訳ありませんが、ハッカー
とマラソンを掛け合わせた色々な仕組みを
考えだしながら、期限が決められた時間ま
でにマラソンと同様に結果を出さなければ
ならない取り組みのことを言います。
　そこで、我が社ではこれから成長してい
く子どもたちに体験型学習の支援を行い「思
案力・課題解決能力」を“好きこそものの
上手なれ”から学びとってもらいたいと思
い、今回の事業である「子どもたちの体験
学習推進に関する連携協定」を佐世保市教
育委員会と締結を行いまして、そして今後
は西九州広域地域にもやってきたことを普
及していきたいと考えております。
　大新技研は今後とも皆様のおかげをもち
まして、様々な事柄にチャレンジしていき
たいと考えておりますので、何卒ご指導ご
鞭撻のほど、末長く宜しくお願い申し上げ
ます。

溝口　尚則 さん、山口　幸生 さん
筒井　和彦 さん、橘髙　克和 さん
𠮷田　英樹 さん
　誕生記念月のお祝い、ありがとうござい
ます。

◇
ニコニコボックス	 本日合計	 36,000円
	 累　　計	 279,000円
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卓　　　　話
「佐世保青年会議所について」

（一社）佐世保青年会議所
第71代理事長　福田登志也 様

　みなさんこんにちは私は
2024年度一般社団法人佐世保
青年会議所 第71代理事長の
福田登志也です。
　青年会議所の先輩、また多
くの先輩が多くいらっしゃる前で大変緊張
しております。
　本日は宜しくお願いします。
　まずは私自身の紹介からさせていただけ
ればと思います。
　1984年生まれの39歳です。
　趣味は、音楽鑑賞、釣り、サウナとあり
ますが、どれも最近はできていない状態で
す。
　唯一サウナに関しましては定期的に行っ
ております。あまりに好きすぎて最近サウ
ナサンの近くに引っ越しをしました。
　また、小学生から高校卒業まで空手を習っ
ておりまして、社会人になり辞めていたの
ですが、最近習い始めています。
　そして私は、株式会社コムスという看板
内装ディスプレイを中心に営んでおります。
私が代表を引き受けて6年、今年で34周年目
になります。
　名前の由来は、コミュニケーションやコ
ンパスなどの英語のCOM＋サインやスキル
などのSをつけた造語でございます。会社名
の由来は会長が会社設立にあたり、将来会
社が進む道を社名に託した造語です。
　青年会議所では良くイエスかハイと言わ
れます。
　それを実施していましたら看板がメイン
事業でございましたが、内装やディスプレ
イの仕事も増えてきております。
　今後も事業にもJCで学んだ何事にも前向
きな精神で進んでいければと思います。
　業界変化も激しいので、柔軟に対応しな

がら進みたいと考えております。
　さて先ほどもお話しました通り、本年で
一般社団法人佐世保青年会議所は創立71周
年を迎えます。諸先輩方は高い志と地域に
根差した活発な活動のおかげで佐世保の輝
かしい歴史が刻まれてきました。佐世保青
年会議所は本年71周年70年目のスタートの
年になります。本年は会員一同帯を締めな
おし、JAYCEEとしての自覚と責任を持っ
て行動しているところです。
　私は2011年に青年会議所に入会させてい
ただき様々な役職を経験させていただきま
した。なかなか経験できないことをさせて
いただきましたし、そこで出会った方々は、
今後の人生においても非常にかけがえのな
いものになりました。
　大きな変化というところで、入会した当
時は60kg前後でしたが、現時点では30kgほ
ど増加しました。今年厄入りということも
あり、健康には留意したいと思います。
　本年スローガンとして「一徳一心　～共
に歩を進めよう輝かしい未来に向かって～」
としております。
　こちらに込めた想いとして、心を一つに
同じ目的に向かおうという意味があります。
　スローガンに糸のイラストを記載してお
ります。糸のようにこれまで様々な方の繋
がりであったり現役同志の繋がりであった
り、糸はたくさん繋がれば強固なものにな
ると考えます。これからも強固な組織とし
て未来に繋いでいけるよう事業を通して交
流し、関係各所繋がりを強固にし、さらに
は組織としても強固にしたいと考えており
ます。
　さらには、会員一人ひとりが心豊かで何
事にも前向きに挑戦し、改めてJAYCEEと
しての自覚と責任を持ち活動していき、繋
がりを紡いでいって未来に受け継いでいき
たいと考えております。
　また、昨年は70周年というところで、記
念事業として、佐世保にベトナムの子ども
達をお呼びし、佐世保の子ども達に多様性
の心を深める事業を開催しました。
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なぜベトナムかというところですが、昨年
は長崎とベトナム友好50周年というところ
で、色々な巡り合わせで、ベトナムの子ど
も達を佐世保にお呼びするようになりまし
た。
　事前段階より渡航させていただき、打合
せを行い、無事に事業を開催することがで
きました。事業当日はサッカー交流もそう
ですが、寝食をともにすること、そして通
訳アプリを使用しなくても言語の壁を越え
て交流する姿を目の当たりにして、佐世保
の子ども達さらにはベトナムの子ども達に
多様性を育むきっかけになったと考えてお
ります。
　多くの方のご協力のおかげをもちまして、
無事に事故等もなく終了することができま
した。こちらの事業は今後サッカー協会様
が継続されていくところで、佐世保青年会
議所としても良い機会になったと考えます。
　そして、佐世保青年会議所は姉妹LOMと
して東プサン青年会議所と姉妹締結してお
ります。昨年は締結45周年目というところ
で、コロナも明けて4年ぶりにお互いの地を
渡航しました。個人的にも会長と仲良くさ
せていただいており、このような国際交流
は青年会議所の良いところだと改めて感じ
ました。
　私は青年会議所活動を通して、国際に触
れる機会も多く、本年もそのような交流の
機会は会員に積極的に提供できればと考え
ております。
　さて2024年度の組織は、4人の副理事長そ
して6委員会がございます。
会員拡大委員会、佐世保活性化委員会、交
流委員会、JC運動発信委員会、魅力ある人
財育成委員会、青少年国際委員会でござい
ます。
　特に対外事業系というところで、まずは
こちらにいらっしゃる皆様にお願いしたい
ところで、青年会議所入会をお願いしたい
と考えております。青年会議所の目的とし
て明るい豊かな社会の実現とございますが、
事業を通して自己成長の場ができる機会が

多くございます。ぜひご子息の方や、従業
員さんいらっしゃいましたらご紹介いただ
ければと思います。社業に必ず還元できま
すので、よろしくお願いします。
　そして佐世保活性化委員会ですが、本年
も第3回させぼJAMフェスティバルを開催さ
せていただきました。本年、人のつながり
を意識してあらゆる人と手を取り合い、佐
世保のまちの魅力を最大限に引き出し活性
化させる一助になったと考えます。
　そして青少年国際委員会ですが、これか
らグローバル化が進んでいくなかで、この
まちの未来を担う青少年に対して、青少年
の健全な育成と、このまちに対して郷土愛
を深めていただき自身のアイデンティティ
を深めてもらい、これからこのまちを担う
青少年の育成に取り組んでいきたいと考え
ております。
　私自身青年会議所に素晴らしい出会いや
経験をいただきました。
　青年会議所活動を通じて思うことは、人
と人とのつながりが非常に重要なことだと
考えております。本年は人のつながりやさ
まざまな交流を通して、会員の成長とまち
に青年会議所の元気を伝えることで、まち
により良い変化をもたらしていけると考え
ております。
　本年もさまざまな場面において、皆様か
らご協力やご支援をいただければと考えて
おりますので、本年も宜しくお願いします。
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クラブ会報・広報委員会 委 員 長：内海　暢邦　　委　員： 中村　徳裕・樫村　剛司
副委員長：永瀬　徳豊　　 　　　　村島弘二郎

＊今後の例会予定＊ 
 8月28日	 第5グループガバナー補佐
	 西田　耕也 様　クラブ協議会

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、 
メークアップにもなりますのでご活用ください。

＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認をい
たしますので、事務局までお知らせください。

（今週の担当：村島弘二郎　カメラ担当：内海　暢邦）


